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NoraVR システムの構築方法 

 

1. はじめに 

 AMBE サーバー(Portable AMBE Server2 等)を使い、NoraVR システムを構築する方法

を紹介します。 

 

2. NoraVR システムの構成 

(1) 外部 AMBE サーバーを使う例 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 内臓 AMBE サーバーを使う例 （１台のラズパイで構成する） 
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3. NoraVR サーバー（ラズパイ 2 or 3）用の SD カードを作成する。  

（１）下記 Google ドライブからイメージファイルをダウンロードして解凍する。 

https://drive.google.com/drive/folders/11ryQ6OoTeqD5u-8WCf9fmArWpS7MsRX4?usp=sharing 

ファイル名：NoraGateway_v0.1.6a-PR12_NoraVR-AMBE_V7.61.zip 

（２）Win32DiskImager プログラムを使い 8GB 又は 16GB の SD カードに書き込む。 

     （ツールの使い方は「https://ja1cou.wixsite.com/ja1cou/sd」を参考にして下さい） 

（３）SD カードに書かれているデフォルト設定値 

①ゲート局のコールサイン：ZZ1ZZZ G 、Repeater 局のコールサイン：ZZ1ZZZ B 

   ②NoraVR 装置 IP アドレス： 192.168.1.150 

  ③ルーターIP アドレス： 192.168.1.1 

④proxy サーバー：使用する。 

⑤UDP PORT 40000： UPnP 機能で自動開放しない。  

⑥AMBE サーバーIP アドレス：127.0.0.1 (内蔵AMBE3000 装置を使う) 

⑦AMBE サーバーPORT 番号： 2465 

⑧UDP PORT 52161：UPnP 機能で自動開放する。 

⑨Mydns へのグローバルIP アドレス定期通知(15 分毎) --- 行わない 

⑩AMBE3000 装置 --- AMBE3000 基板をGPIO ピンに挿して使う。 

⑪Rasberry pi ログイン SSH ポート番号： 22 、ID/PW : pi/raspberry 

 

4. 設定値の変更方法（１） 

外部 AMBE サーバーを使い NoraVR システムを構築する方法 

  SD カードを PC に接続し、PC から見えるドライブの中の NoraVR_Config1.exe  

ファイルをダブルクリックする。 

下記設定画面が出るので、自分の環境に合わせ変更し OK を押す。 

 

①必ず自分のコールサインに変更

して下さい。（「G」は使えません） 

②IP アドレス 

NoraVR サーバーに割り 

当てるIP とルーターの 

IP アドレスを設定する。 

③スマホから接続する 

UDP PORT52161の自動 

開放を行う時にチェック 

を入れる。 

 

③  

②  

①  

④  

https://ja1cou.wixsite.com/ja1cou/sd


④ DDNS(ダイナミックDNS)にMydns を使う時にチェックを入れ、Mydns に登録した時 

に送られれ来たMasterID とPassword を書き込む。 

（15 分間隔でグローバル IP を Mydns サーバーに通知する。） 

 

5. 設定値の変更方法（２） 

SD カードをPC に接続し、PC から見えるドライブの中の NoraVR_Config2.exe 

ファイルをダブルクリックする。 

下記画面が出るので、自分の環境に合わせ変更し OK を押す。 

 

⑤ Proxy サーバー 

Proxy サーバーを使う場 

合にはチェックを入れ、 

Proxy サーバーのIP アド 

レス（ドメイン名）を設定 

する。 

⑥UDP PORT40000 

の自動開放 

自動開放する場合にチェ 

ックを入れる。 

(Proxy サーバーを使う場 

合は PORT 開放不要) 

 

 

⑦ AMBE サーバー 

外部AMBE サーバーを使う場合は、AMBE サーバーのIP アドレスとPORT 番号を設定

する。 内蔵AMBE サーバーを使う場合のIPアドレスは “127.0.0.1”にして下さい。 

（V7.60以降) このPORT番号を変更すると内蔵AMBEサーバーのPORT番号を変更できる

様にしました。変更範囲は 2400-2499にして下さい。内蔵AMBEサーバーを外部からAMBE

サーバーとして使うことができます。（NoraVRは何処にも接続しない状態にして下さい） 

 

⑧ AMBE3000 装置 

ThumbDV 等のAMBE3000 装置をラズパイのUSB ポートに挿して使う場合は、チェック 

を入れる。 

AMBE3000 基板をラズパイのGPIO ピンに挿して使う場合は、チェックを外す。 

（初期の AMBE3000 基板を使う場合は基板の改造が必要です） 

 

⑤  

⑥  
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7. スマホ用 NoraVRClient アプリの使い方 

 JA3IYX 奥野 OM が公開している資料を参考にして下さい。 

 http://xrf673.xreflector-jp.org/info/N-01_Android_NoraVR_Manual.pdf 

 

8. その他 

 

(1)NoraVR_Config ツールで変更できない項目は、下記ファイルの内容を変更して下さい。 

(SD カードをPC に接続してテキストエディターで変更できます。) 

NoraGateway 関係： /boot/NoraGateway.txt 

WiFi 接続で使う場合：/boot/wpa_supplicant.txt 、/boot/dhcpcd.txt 

(2)GPIO27 (13pin)を 1 秒以上GND 接続することで、ラズパイのShutdown 処理が 

走る様になっています。電源を切る前にShutdown 処理を行って下さい。 

いきなりラズパイの電源を切るとSD カード破壊が発生することがあります。 

(3) リフレクター等のIP アドレスを変更する方法。(V7.53 以降) 

/boot/users_hostfile.txt の中に変更したいリフレクター等のIP アドレスをサンプルを 

参考に登録して下さい。 

(4) ラズパイLED の点滅状態で動作状態の確認ができます。 

緑色LED --- SD カードアクセス時に点滅。 

赤色LED --- ネットワーク接続状態表示 

ネットワーク未接続 --- 約0.5 秒間隔で点滅 

ネットワーク接続中 --- 約５秒に１回0.5 秒間点灯 

(5) 家庭外から使う場合は、UDP PORT 52161 の開放が必要です。 

（方法１)ルーターのUPnP 機能が有効になっている場合、 

UDP PORT 52161 の自動開放を行うにチェックを入れる。 

（方法２）UPnP 機能が使えない場合 

ルーターに UDP PORT 52161 の開放を設定する。 

 

 

以上 

http://xrf673.xreflector-jp.org/info/N-01_Android_NoraVR_Manual.pdf

